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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第33期
第１四半期
連結累計期間

第34期
第１四半期
累計期間

第33期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 1,332,034 1,250,491 5,308,334

経常利益 (千円) 145,792 26,926 237,244

四半期(当期)純利益 (千円) 141,260 24,711 518,197

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 400,294 400,294

発行済株式総数 (株) ― 409,110 409,110

純資産額 (千円) 2,574,004 2,553,586 2,566,818

総資産額 (千円) 5,126,801 4,413,617 4,366,343

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 355.91 65.13 1,350.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 100

自己資本比率 (％) 50.2 57.9 58.8

(注) １　第33期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成しておりますので、上記主要な経営指標

等の推移の数値は四半期連結財務諸表に係る数値を記載しております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、第34期第１四半期累計期間及び第33期において持分法適用

関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４　第33期第１四半期連結累計(会計)期間及び第33期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの希薄化効果を有しないため、記載しておりません。

５　第34期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しない

ため、記載しておりません。

　

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間の経済情勢は、昨年発生した東日本大震災からの復興に伴う内需の持ち直しや、

サプライチェーンの再構築によって企業活動が回復するなど、一部の経済指標に明るい兆しがみられる

ようになりました。一方で、企業が予想していた水準を超える円高の定着により輸出産業の国際競争力が

低下し、また欧州各国の財政懸念を端緒とした金融不安により世界的に信用収縮の動きが継続するなど、

全般的には先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社が属する家具インテリア業界におきましても、昨年後半より少しずつ高額商品を中心に動きがで

てきたものの、依然として法人需要、個人消費ともに手探りの状況が継続しております。

このような状況のなか、当社は企業理念「洗練された、夢のある生活空間へ」を実現するため、「人」

「商品」「サービス」すべての面で見直しを行い、生産性及び収益力の向上を目指して取り組んでまい

りました。

しかしながら、法人営業部門や直営店舗において大型案件の受注が少なかったことにより、売上高は当

社で見込んでおりました金額を下回る結果となりました。その一方、カッシーナブランドの販売比率向

上、自社工場の稼働率向上などの施策が功を奏し,粗利率が改善いたしました。また、販売費及び一般管理

費については、主に人件費、試作研究費に重点的に配分し、今後の「人」「商品」「サービス」のレベル

アップを図りました。以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,250百万円、営業利益24百万

円、経常利益26百万円、四半期純利益24百万円となりました。

なお、連結子会社でありました株式会社ＣＩＸＭを平成23年７月１日付で吸収合併したことにより連

結子会社が存在しなくなったため、当第１四半期累計期間は非連結での開示となっております。このた

め、前年同四半期との比較は行っておりません。
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(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて129百万円減少し、3,019百万円となりました。主な変動要因は、現預

金が256百万円減少した一方で、受取手形及び売掛金が56百万円、商品及び製品が61百万円、それぞれ増加

したことによるものです。固定資産は、前事業年度末に比べて176百万円増加し、1,393百万円となりまし

た。主な変動要因は、差入保証金が197百万円増加したことによるものです。

この結果、総資産は前事業年度末に比べて47百万円増加し、4,413百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて74百万円増加し、1,344百万円となりました。主な変動要因は、短期

借入金が290百万円増加した一方で、１年内償還予定の社債が200百万円、未払法人税等が25百万円それぞ

れ減少したことによるものです。固定負債は、前事業年度末に比べて14百万円減少し、515百万円となりま

した。

この結果、負債は前事業年度末に比べて60百万円増加し、1,860百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前事業年度末に比べて13百万円減少し、2,553百万円となりました。主な変動要因は、四半期

純利益を24百万円計上した一方で、未払配当金の計上により37百万円減少したことによるものです。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は7百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,305,000

計 1,305,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 409,110 409,110
大阪証券取引所JASDAQ
（スタンダード）

単元株式数　10株

計 409,110 409,110 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年１月１日～
平成24年３月31日

― 409,110 ― 400,294 ― 440,930

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年12月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　29,670

─ ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 379,370 37,937 ─

単元未満株式 普通株式  　　70 ─ ─

発行済株式総数 409,110 ─ ─

総株主の議決権 ─ 37,937 ─

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式7株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社カッシーナ・イ
クスシー

東京都港区南青山二丁目
13番11号

29,670 ― 29,670 7.25

計 ― 29,670 ― 29,670 7.25

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

また、前第１四半期累計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)は四半期財務諸表を作成し

ていないため、四半期損益計算書に係る比較情報は記載しておりません。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年１月１日から

平成24年３月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年１月１日から平成24年３月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,297,563 1,040,759

受取手形及び売掛金（純額） ※
 679,142

※
 735,152

商品及び製品 963,503 1,024,709

仕掛品 10,546 8,500

原材料及び貯蔵品 119,584 126,350

その他 80,062 85,347

貸倒引当金 △1,200 △1,200

流動資産合計 3,149,202 3,019,619

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 457,635 448,751

その他 323,442 321,861

有形固定資産合計 781,077 770,612

無形固定資産 61,658 53,537

投資その他の資産

差入保証金 347,943 545,587

その他 32,321 30,120

貸倒引当金 △5,860 △5,860

投資その他の資産合計 374,405 569,847

固定資産合計 1,217,141 1,393,997

資産合計 4,366,343 4,413,617

負債の部

流動負債

買掛金 437,214 428,639

短期借入金 60,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 57,960 57,960

1年内償還予定の社債 200,000 －

未払法人税等 30,238 4,800

賞与引当金 － 50,000

資産除去債務 11,500 11,500

その他 472,779 441,637

流動負債合計 1,269,692 1,344,537

固定負債

長期借入金 446,160 431,670

退職給付引当金 33,011 33,161

その他 50,661 50,661

固定負債合計 529,832 515,492

負債合計 1,799,525 1,860,030
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 400,294 400,294

資本剰余金 440,930 440,930

利益剰余金 1,835,099 1,821,868

自己株式 △109,505 △109,505

株主資本合計 2,566,818 2,553,586

純資産合計 2,566,818 2,553,586

負債純資産合計 4,366,343 4,413,617
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 1,250,491

売上原価 592,750

売上総利益 657,740

販売費及び一般管理費

給料及び手当 169,805

賞与引当金繰入額 42,188

退職給付費用 11,576

地代家賃 155,272

その他 253,911

販売費及び一般管理費合計 632,753

営業利益 24,986

営業外収益

受取利息 60

デリバティブ評価益 4,501

その他 1,009

営業外収益合計 5,570

営業外費用

支払利息 2,997

その他 633

営業外費用合計 3,631

経常利益 26,926

税引前四半期純利益 26,926

法人税、住民税及び事業税 2,214

四半期純利益 24,711
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【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　
【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※ 受取手形裏書譲渡高

　

　
前事業年度

(平成23年12月31日)
当第１四半期会計期間
(平成24年３月31日)

受取手形裏書譲渡高 24,671千円 19,453千円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
当第１四半期累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

減価償却費 23,985千円

　

　

(株主資本等関係)

当第１四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
定時株主総会

普通株式 37,943 100平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年３月31日)

当社は家具インテリア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第１四半期累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日)

　１株当たり四半期純利益金額 65円13銭

    (算定上の基礎) 　

    四半期純利益金額(千円) 24,711

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 24,711

    普通株式の期中平均株式数(株) 379,433

(注)　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月８日

株式会社カッシーナ・イクスシー

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　木　　智　博　    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　村　　憲　一　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社カッシーナ・イクスシーの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの第34期事業年度の第１四半期

会計期間(平成24年１月１日から平成24年３月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年 １月１日から平
成24年３月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カッシーナ・イクスシーの平成24年３月31日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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